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SAFETY FIRST 三重労働局・労働基準監督署 

   令令令    和和和    元元元    年年年    度度度    

   全全全 国国国 安安安 全全全 週週週 間間間 メメメ ッッッ セセセ ーーー ジジジ   
 

三重労働局長 下角 圭司 
 

 全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高な基

本理念の下、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識

の高揚と安全活動の定着を図ること」を目的に、一度も中断することなく続けられ

今年で 92 回目を迎えます。 

この間、事業場では、労使が協調して労働災害防止対策を展開し、その結果、労

働災害は長期的に減少してきています。しかしながら三重県内の休業４日以上の死

傷者数の推移をみると、平成 12 年に初めて死傷者数が 3,000 人を下回って以降、

減少率は鈍化を示し、平成 28 年には 2,071 人にまで減少したものの、その後は増

加に転じ平成 30 年は 2,230 人となっています。 

平成 30 年度からスタートした第 13 次労働災害防止計画（平成 30 年度～令和

４年度）において、三重労働局では、全産業で「第 12 次労働災害防止計画期間中

と比較して死亡者数の 15％減少」、「令和４年までに休業４日以上の死傷者数 2，

000 人未満」という目標を設けて積極的に取り組んでいます。目標の達成に向け、

毎年『死亡災害ゼロ』を基本とし、「死傷災害 2,000 人未満とする『アンダー2,000』」

の早期達成を目指して、本年は特に「チャレンジ アンダー2,000 みえ」推進運動

を労働災害防止団体等とともに広く展開しています。 

政府におきましては、「働き方改革」の取り組みを積極的に進めていますが、この

働き方改革を進める上では、労働災害のない、安全で安心な職場づくりが必須条件

となります。近年増加している女性や高年齢労働者、また、今後増加が見込まれる

外国人労働者への対策をはじめとする、就業構造の変化及び働き方の多様化にも対

応した取り組みが求められています。 

このような状況を踏まえ、本年度の安全週間のスローガンは、 
 

    『 新たな時代に ＰＤＣＡ みんなで築こう ゼロ災職場』 
 

となりました。 

 皆様の職場におかれましても、全国安全週間を契機として、経営トップ自らが労

働災害防止に関する所信を表明されるとともに、安全衛生活動に参画し、働き方改

革と併せて強いリーダーシップの下、創意と工夫で職場における安全衛生活動を推

進し、「ゼロ災職場」の構築を実現していただくことを祈念いたします。 
 

                                          

                                               

 

期期期   間間間：：：令令令 和和和 元元元 年年年 777 月月月 111 日日日かかかららら 777 月月月 777 日日日まままででで   

《《準準備備期期間間：：令令和和元元年年６６月月 11 日日かからら 66 月月 3300 日日ままでで》》  
主主唱唱者者：：厚厚生生労労働働省省、、中中央央労労働働災災害害防防止止協協会会    実実施施者者：：各各事事業業場場      

第92 回全国安全週間 

全国安全週間 実施要綱 
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【【 三三 重重 労労 働働 局局   労労 働働 災災 害害 発発 生生 状状 況況 】】   

 

                           

発生月 業 種 
被災者 

職種・年代 
事故の型 災害発生状況 

１月 
鉄骨・鉄筋コン

クリート造家

屋建築工事 

土工 

60 才代 
交通事故 

工事現場出入り口の側溝蓋の養生作業をしていたと

ころ、現場に来ていたダンプトラックに轢かれた。 

１月 
一般貨物自

動車運送業 

運転者 

４0 才代 
交通事故 

搬送先から帰社途中、サービスエリアの駐車場でトラッ

クに戻る為に歩いていたところ、乗用車に轢かれた。 

２月 
清掃・ 

と畜業 

清掃員 

３0 才代 
墜落・転落 

３階窓の清掃作業中、廊下で脚立に登り窓の外側を清

掃していたところ、約９ⅿ下の地面に墜落した。 

3 月 
鉄骨・鉄筋コン

クリート造家

屋建築工事 

土工 

40 才代 
墜落・転落 

コンクリート打設現場において、鉄筋用足場から基礎

型枠に乗り移る際、約３ⅿ下の地面に墜落した。 

４月 木材伐出業 
林業作業員 

２0 才代 
交通事故 

2t トラックで材木を運搬中、県道を走行していたところ、

当該トラックが左カーブを曲がり切れず横転した。 

平成３1 年 死亡災害発生状況（災害事例）                Ｈ31.4.30 現在 

お知らせ  

1【チャレンジ アンダー2,000 みえ推進大会】  内 容：安全講演、事例発表、大会宣言など 

 とき：令和元年7 月2 日（火）13：00～16：30  ところ：三重県総合文化センター フレンテみえ 

2【チャレンジ アンダー2,000 みえ推進トライアル】 

 推進トライアル：安全衛生スローガンのもと、労使が協調し、安全衛生活動を積極的に展開することにより

実施期間中の無災害にトライする取組です。無災害を達成した事業場については、事業場名やその

活動内容等を、三重労働局の「チャレンジ アンダー2,000 みえ特設ページ」に掲載し顕彰します。 

実 施 期 間 ：令和元年 7 月 1 日（月）から令和元年 9 月 30 日（月）までの３か月間 

3【墜落災害防止強調月間】  夏 7月1日～31日  冬 12月1日～31日 

  三重労働局・労働基準監督署では建設現場等墜落のおそれのある事業場を中心に重点的な指導を実施します。 

4【STOP！転倒災害プロジェクト】  全国安全週間準備期間の 6 月を重点取組期間としています。 

各事業場においては、職場巡視等により転倒災害防止対策の実施（定着）状況の確認をお願いします。 

5【STOP！熱中症 クールワークキャンペーン】 期 間：令和元年5 月1 日～9 月30 日 

  昨年は、三重県内の事業場においても死亡災害が発生しました。熱中症予防対策の取り組みを進めましょう。 

 


